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平成２８年度研修実績 

 (1) 一般研修（基本研修） 

ア 新任職員研修（前期） 

研修目標 
芦屋市職員として，芦屋市への理解と思いを深める。また，社会人としての基本的な心構

えと行動を習得し，職場に円滑に適応する。 

内  容 

(1) 芦屋市総合計画について 

(2) まちづくりと都市計画について 

(3) 芦屋市の組織について 

(4) 健康管理について 

(5) 芦屋市の財政について 

(6) 市長講話 

(7) 共済・職員互助会について 

(8) 勤務条件・服務・人事評価について 

(9) 危機管理について 

(10) 給与制度について 

(11) 総務部長講話 

(12) 芦屋市の市勢と市史，史跡・文化財フィールドワーク 

(13) 新任職員導入研修（ビジネスマナー研修）（講師（株）インソース 藤井 大介 氏）

実施月日 平成２８年４月１日，４日～７日（５日間） 

場  所 市役所本庁舎東館３階大会議室 他 

受講対象者 平成２８年度新任職員 

受講者数 
４２人（事務職２１人，土木職３人，建築職３人，電気職１人，学芸員１人，保健職１人，

保育職５人，消防職５人，看護職２人） 

研修目標 
文書法制の実務に基づき，適切で分かりやすい文書作成の能力を向上させるとともに，文

書管理システムの操作スキルを身に付ける。 

内  容 「文書作成・文書管理システム研修」 

実施月日 平成２８年４月２１日 

場  所 市役所本庁舎東館３階大会議室 

受講対象者 平成２８年度新任職員のうち一般事務職・一般技術職・保健職・学芸員，その他希望者 

受講者数 
６２人（事務職４４人，技術職７人，保健職１人，学芸員１人，運転職１人，消防職４人，

教育職４人） 

研修目標 財務会計システムの操作スキルを身に付ける。 

内  容 「財務会計システム研修」 

実施月日 平成２８年４月２１日 

場  所 市役所本庁舎東館３階大会議室 

受講対象者 平成２８年度新任職員のうち一般事務職・一般技術職・保健職・学芸員，その他希望者 

受講者数 
６２人（事務職４４人，技術職７人，保健職１人，学芸員１人，運転職１人，消防職４人，

教育職４人） 

新任職員研修（６月１日付け採用者） 

研修目標 芦屋市職員としての基本的な心構えと行動を習得し，職場に円滑に適応する。 

内  容 

(1) 勤務条件・服務について 

(2) 芦屋市の組織について 

(3) 共済・職員互助会について 

(4) 健康管理について 

(5) 給与制度について 

(6) 所属長講話 

(7) 現場技能長講話 
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実施月日 平成２８年６月１日 

場  所 市役所本庁舎北館３階ミーティングルーム３ 

受講対象者 平成２８年６月１日付け採用職員 

受講者数 １人（作業職１人） 

新任職員研修（後期） 

研修目標 職員としての基本姿勢を再確認し，自治体職員に必要な知識を深める。 

内  容 

(1) 芦屋市広報事業について 

(2) 認知症サポーター養成講座 

(3) 消費生活行政について 

(4) 男女共同参画推進について 

(5) 公務員倫理について 

(6) 副市長講話 

(7) 「震災の語り部」講演 

(8) 防災体験学習（地震体験，煙避難体験，備蓄倉庫見学） 

(9)新任職員フォローアップ研修（講師（株）インソース 澤田 和美 氏） 

実施月日 平成２８年１０月１８日～１０月２０日（３日間） 

場  所 市役所本庁舎東館３階大会議室・兵庫県広域防災センター・共済会館りんどう 

受講対象者 平成２８年度新任職員，平成２７年１１月１日付け採用職員 

受講者数 
４３人（事務職２８人，土木職３人，建築職３人，電気職１人，学芸員１人，保健職１人，

保育職５人，作業職１人） 

イ 一般職員研修（１） 

研修目標 民法・行政法等の基礎を習得し，職務を適切に遂行する能力を養う。 

内  容 「法務基礎研修」 

講   師 株式会社 自然総研 鵜養 幸雄 氏  

実施月日 平成２８年５月１６日 

場  所 市役所本庁舎東館３階大会議室 

受講対象者 平成２７年度採用職員（採用２年目）事務・技術職員 

受講者数 ３５人 

ウ 一般職員研修（２） 

研修目標 人事評価制度の基本原則や制度の正しい運用を図る。 

内  容 「人事評価制度説明会」 

講  師 総務部人事課人事係長 

実施月日 平成２８年４月２５日・２６日・２７日・２８日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 

受講対象者 全職員（課付職員，派遣職員を除く） 

受講者数 ２２４人 

研修目標 人事評価制度について，被評価者としての理解を深める。 

内  容 「人事評価制度研修」 

講  師 一般社団法人 日本経営協会 山口 貞利 氏 

実施月日 平成２８年１０月２８日・１１月１日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 

受講対象者 一般職員（課付職員，派遣職員を除く） 

受講者数 １２８人 

研修目標 人事評価制度について，被評価者としての理解を深める。 

内  容 「人事評価制度研修」 

講  師 一般社団法人 日本経営協会 山口 貞利 氏 

実施月日 平成２９年２月６日・７日・１３日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 
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受講対象者 一般職員（課付職員，派遣職員を除く） 

受講者数 １４６人 

  エ 新任係長研修 

研修目標 職務遂行に必要な知識を習得し，監督職としての自覚を促す。 

内  容 

「新任係長研修」 

(1) 部長講話 

(2) 議会の基本的な流れとルール 

(3) 総合計画（事務事業評価）について 

(4) 危機管理について 

(5) 監督職に求められるリーダーシップとフォロワーシップ 

（講師 一般社団法人 日本経営協会 西嶋 衞司 氏） 

実施月日 平成２８年５月１１日・１２日 

場  所 市役所本庁舎南館４階大会議室・東館３階中会議室 

受講対象者 平成２８年度係長級昇任者 

受講者数 １８人 

オ 係長研修 

研修目標 
会議やチームのメンバーの持つ様々な意見をまとめ，課題解決を目指す，効率的かつ効果

的な会議運営スキルを身に付ける。 

内  容 

「ファシリテーション能力向上研修」 

(1) ファシリテーション（会議準備，話し方，議論の整理，見解の収拾）について 

(2) ファシリテーションの実践（演習） 

(3) 例題によるシミュレーション会議（演習） 

実施月日 平成２８年７月１１日 

講  師 株式会社マーチ 代表取締役 伊賀 真理 氏 

場  所 市役所本庁舎東館３階大会議室 

受講対象者 昇任１～３年目の係長級職員 

受講者数 ３２人 

カ 新任課長研修 

研修目標 職務遂行に必要な知識を習得し，管理職としての自覚を促す。 

内  容 

「新任課長研修」 

(1) 副市長講話 

(2) 議会対応について 

(3) 職員の健康管理について 

(4) 危機管理（記者対応含む）について 

(5) 管理職に求められる役割と組織マネジメント 

（講師 一般社団法人 日本経営協会 西嶋 衞司 氏） 

実施月日 平成２８年５月１０日・１２日 

場  所 市役所本庁舎南館４階大会議室・東館３階中会議室 

受講対象者 平成２８年度課長級昇任者 

受講者数 ７人 

キ 課長研修 

研修目標 
答弁の基本的な考え方，進め方，具体的手法を学び，委員会等での質疑を円滑，適切なも

のとするため。 
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内  容 

「議会答弁能力向上研修」 

(1) 議会答弁の基礎知識 答弁トレーニング 

(2) 答弁の説得力を高める 説得的答弁トレーニング 

(3) 委員会対応力を高めるために 

 （講師 株式会社 話し方教育センター 田中 清貴 氏） 

実施月日 平成２９年１月２４日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 

受講対象者 昇任５年目以下の課長級職員 

受講者数 ２６人 

ク 管理監督職研修 

研修目標 人事評価制度について，評価者としての理解を深める。 

内  容 「人事評価制度研修」 

講  師 一般社団法人 日本経営協会 山口 貞利 氏 

実施月日 平成２８年１０月１７日・２１日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 

受講対象者 部長・課長・課長補佐・係長級職員 

受講者数 ８１人 

研修目標 人事評価制度について，評価者としての理解を深める。

内  容 「人事評価制度研修」 

講  師 一般社団法人 日本経営協会 山口 貞利 氏 

実施月日 平成２９年２月１日・６日・１３日・１５日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール・市役所本庁舎南館４階会議室２ 

受講対象者 部長・課長・課長補佐・係長級職員 

受講者数 ９５人 

ケ 再任用職員研修 

研修目標 
過去のキャリアの中で培った専門的スキルや経験を確認し，職場での新しい立場と役割を

再認識し，活き活きと働くことで，組織の活性化を目指す。 

内  容 「再任用職員研修」 

講  師 株式会社インソース 植山 哲文 氏 

実施月日 平成２９年３月１６日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 

受講対象者 平成２９年度新規再任用職員 

受講者数 ９人 

(2) 特別研修（専門研修） 

ア ハラスメント対策研修

研修目標
被害者が安心して相談できるハラスメント相談窓口の体制を整えるため，相談員の知識

の習得及びスキルの向上を目指す。

内  容 「ハラスメント相談員研修」

講  師 医療法人あけぼの会 メンタルヘルスセンター 臨床心理士 小牟禮 尚子 氏

実施月日 平成２８年７月４日・１３日

場  所 消防庁舎３階多目的ホール

受講対象者 各人事担当課職員・セクシャルハラスメント相談員

受講者数 １８人

研修目標 ハラスメントについて管理監督職の知識を深める。

内  容 「管理監督職のためのハラスメント対策研修会」

講  師 医療法人あけぼの会 メンタルヘルスセンター 臨床心理士 小牟禮 尚子 氏

実施月日 平成２８年６月２７日・３０日

場  所 消防庁舎３階多目的ホール

受講対象者 管理監督職員
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受講者数 ８３人

イ メンタルヘルス研修 

研修目標 メンタルヘルスの向上を図る。

内  容
「ＥＡＰ（職員支援プログラム）ラインケア研修会」

ハラスメント対策で予防するメンタルヘルス不調～管理職の責務について～

講  師 医療法人あけぼの会メンタルヘルスセンター 臨床心理士 小牟禮 尚子 氏

実施月日 平成２９年２月１３日・２２日

場  所 市役所本庁舎東館３階大会議室・消防庁舎３階多目的ホール

受講対象者 部課長級職員

受講者数 ２１人

研修目標 メンタルヘルスの向上を図る。

内  容
「ＥＡＰ（職員支援プログラム）セルフケア研修」

メンタルタフネスを目指す食事について

講  師 医療法人あけぼの会健康開発室 室長 管理栄養士 小島 きょうこ 氏

実施月日 平成２９年２月１３日・２２日

場  所 市役所本庁舎東館３階大会議室・消防庁舎３階多目的ホール

受講対象者 全職員

受講者数 ３７人

ウ 特定事業主行動計画推進研修 

研修目標 
 子育てに対する意識改革，ワークライフバランスの推進に向けた意識改革を図り，子育

てしやすい職場環境・サポート体制の実現を目指す。 

内  容 「特定事業主行動計画推進研修」 

講  師 総務部職員課長・総務部職員課係長・総務部人事課係長 

実施月日 平成２８年８月１７日・１９日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 

受講対象者 全職員 

受講者数 ３０人 

エ 接遇向上研修 

研修目標 
挨拶，電話応対等のビジネスマナーやハードクレーム等の対応に苦慮する場合の対策を学

び，市民サービスの向上を図る。 

内  容 

(1) ビジネスマナー 

(2) クレーム対応 

(3) 窓口応対時等の適切な対応について 

講   師 
(1) (2)株式会社タスクトレーニング 雨谷 博貴 氏 

(3)芦屋学園短期大学 准教授 木下 隆志 氏 

実施月日 平成２８年１１月１７日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 

受講対象者 全職員 

受講者数 １２２人 

  オ 英語研修 

研修目標  電話，窓口をはじめ，英語スキルの向上を目指す。 

内  容 「英語対応スキル向上研修」 

講  師 株式会社自然総研 中山 裕木子 氏 
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実施月日 平成２８年７月２５日 

場  所 市役所本庁舎東館３階大会議室 

受講対象者 全職員 

受講者数 １９人 

  カ キャリアデザイン研修

研修目標 
自身の「強み」「弱み」を認識し，キャリア形成に必要な要素を理解することで，自身

にとって真に望ましいキャリアの実現を目指す。 

内  容 「キャリアデザイン研修」 

講  師 一般社団法人日本経営協会 野口 由輝子 氏 

実施月日 平成２８年１１月８日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 

受講対象者
３０歳代かつ採用１０年目以下の一般事務・一般技術・保健職（係長級除く）及び３０歳

代の希望する職員 

受講者数 ３０人 

  キ 行政課題研修

研修目標 
本市の魅力について理解を深めるとともに，効果的な情報発信の仕方を学び，職員がプ

ロモーターとして活躍することを目指す。 

内  容 「シティプロモーション研修」 

講   師 
公益社団法人日本広報協会 広報アドバイザー 菅井 利雄 氏 

ヨドコウ迎賓館長 岩井 忠之 氏 

実施月日 平成２８年７月２２日 

場  所 市役所本庁舎東館３階大会議室・ヨドコウ迎賓館 

受講対象者 全職員 

受講者数 ４７人 

研修目標 感染症に対する正しい知識を持ち，健康管理に役立てる。 

内  容 「デング熱・ジカ熱等蚊媒介感染症対策講習会」 

講  師 
住化エンビロサイエンス株式会社 

一般社団法人 兵庫県ペストコントロール協会 

実施月日 平成２８年５月２０日 

場  所 市役所本庁舎東館３階大会議室 

受講対象者 全職員 

受講者数 １９人 

研修目標 災害への意識を高めるとともに，学習意欲の向上を図る。 

内  容 「石巻市派遣職員及び政策研究大学院大学派遣職員報告会」 

講  師 都市建設部防災安全課職員・都市建設部建設総務課職員・都市建設部都市計画課職員 

実施月日 平成２８年７月１３日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 

受講対象者 全職員 

受講者数 ５０人 

研修目標  集団討論の基礎を理解するとともに，よりよい人材を見極める技術の向上を図る。 

内  容 「採用試験員スキルアップ研修」 

講  師 一般社団法人日本経営協会 中村 寛 氏 

実施月日 平成２８年８月１６日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 

受講対象者 採用試験員及び人事担当者 

受講者数 １７人 

研修目標  採用面接の基礎を理解するとともに，よりよい人材を見極める技術の向上を図る。 
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内  容 「採用面接力スキルアップ研修」 

講  師 一般社団法人日本経営協会 中村 寛 氏 

実施月日 平成２８年８月１６日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 

受講対象者 職員選考委員及び人事担当者 

受講者数 １１人 

研修目標 
 臨時的任用職員等採用面接時の基礎を理解するとともに，面接時の手法や面接時に注意

するポイントを習得する。 

内  容 「臨時的任用職員等採用担当者研修」 

講  師 一般社団法人日本経営協会 中村 寛 氏 

実施月日 平成２８年８月１６日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 

受講対象者 臨時的任用職員等採用担当者 

受講者数 ３１人 

研修目標 自転車運転者に対して運転者としての責任を自覚させる。 

内  容 「自転車運転者に対する交通安全講習会」 

講   師 芦屋警察署交通課 巡査部長 

実施月日 平成２８年８月３日 

場  所 市役所本庁舎東館３階大会議室 

受講対象者 全職員及び本市業務受託事業者 

受講者数 ３４人 

研修目標 公用車両による交通事故の防止を図る。 

内  容 「安全運転講習会」交通事故の概況と安全運転について 

講   師 芦屋警察署交通課 課長 

実施月日 平成２８年８月２２日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 

受講対象者 全職員 

受講者数 ６７人 

研修目標 公用車両による交通事故の防止を図る。 

内  容 「安全運転講習会」 

講   師 公益社団法人全国市有物件災害共済会 近畿地区事務局 課長代理 野津 拓也 氏 

実施月日 平成２９年１月１９日 

場  所 環境処理センター会議室 

受講対象者 環境処理センター・収集事業課職員 

受講者数 ３３人 

研修目標 無電柱化について理解を深める。 

内  容 「芦屋市無電柱化シンポジウム」 

講  師 東京大学大学院教授 松原 隆一郎 氏 

実施月日 平成２８年１１月１０日 

場  所 芦屋市民センター 

受講対象者 全職員 

受講者数 ９４人 

研修目標 外国人に伝わる「やさしい日本語」について理解を深める。 

内  容 外国人に伝わる「やさしい日本語」研修 

講  師 自治体国際化協会地域国際化アドバイザー 村松 紀子 氏 

実施月日 平成２８年１１月２１日 

場  所 市役所本庁舎東館３階大会議室 
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受講対象者 全職員 

受講者数 ４９人 

研修目標 児童虐待について理解を深め，虐待の未然防止を図る。 

内  容 「児童虐待防止推進支援者研修会」 

講  師 芦屋学園短期大学 准教授 木下 隆志 氏 

実施月日 平成２８年１１月３０日 

場  所 保健福祉センター３階多目的ホール 

受講対象者 全職員 

受講者数 ４１人 

研修目標  現在の活動状況や今後の予定について理解を深める。 

内  容 「芦屋市創生ワーキングチーム」取組報告会 

実施月日 平成２８年８月２５日 

場  所 市役所本庁舎東館３階大会議室 

受講対象者 全職員 

受講者数 ８７人 

研修目標 「芦屋Ｇｒｏｗ ＵＰチャレンジ」の取組内容を共有する。 

内  容 「芦屋Ｇｒｏｗ ＵＰチャレンジ」プレゼンテーション発表会 

講  師 プレゼンテーション実施チーム 

実施月日 平成２８年１２月２１日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 

受講対象者 全職員 

受講者数 １０６人 

研修目標  時効管理等について知識を深め，未収金における適正な管理を行う。 

内  容 「債権管理に係る研修会」 

講  師 会計管理者 

実施月日 平成２９年１月３１日・２月９日 

場  所 市役所本庁舎南館４階大会議室・東館３階大会議室 

受講対象者 全職員 

受講者数 ５１人 

研修目標 自殺に関する知識を深め，窓口対応時のスキルの向上を図る。 

内  容 「自殺予防対策研修」 

講  師 医療法人あけぼの会メンタルヘルスセンター 小牟禮 尚子 氏 

実施月日 平成２９年３月２３日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 

受講対象者 全職員，福祉関係者 

受講者数 ２３人 

ク 法務研修

研修目標 障害者差別解消法について理解を深める。 

内  容 「障害者差別解消法」に関する研修会 

講  師 
芦屋学園短期大学 准教授 木下 隆志 氏 

総務部人事課人事係長・福祉部障害福祉課係長 

実施月日 平成２８年６月１日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 

受講対象者 全職員 

受講者数 ６０人 
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研修目標 
職員自身が官製談合等に関与することのないように，職員の法令遵守の徹底及び意識の

向上を目指す。 

内  容 「官製談合防止研修」 

講  師 公正取引委員会近畿中国四国事務所職員 

実施月日 平成２８年７月１４日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 

受講対象者 全職員 

受講者数 ４０人 

研修目標 審査請求の事務手続等について理解を深める。 

内  容 「審査請求対応研修」 

講  師 総務部文書法制課係長 

実施月日 平成２８年９月１日・２日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 

受講対象者 全職員 

受講者数 ７１人 

研修目標 法制執務の内容や例規検索システムについて理解を深める。 

内  容 「法制執務・例規システム研修会」 

講  師 株式会社ぎょうせい 

実施月日 平成２８年１２月８日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 

受講対象者 全職員 

受講者数 ４５人 

  ケ 人権研修

研修目標
行政職員として必要とされる人権についての理解と認識を深め，人権感覚・人権意識の

高揚を図る。

内  容
人権教育推進協議会講演会

主催 芦屋市人権教育推進協議会 「同和教育に求めたいこと」

講  師 大阪大学・龍谷大学非常勤講師 宮前 千雅子 氏

実施月日 平成２８年５月２５日

場  所 芦屋市民センター３階３０１室

受講対象者 課長級以上の職員及び希望者

受講者数 ２名

内  容

芦屋市人権教育推進協議会 夏期研修会

主催 芦屋市人権教育推進協議会

子どもの「貧困」とは？

講  師 大阪子ども貧困アクショングループ代表 徳丸 ゆき子 氏

実施月日 平成２８年８月１日

場  所 上宮川文化センター３階ホール

受講対象者 全職員

受講者数 ２１人

内  容 職員人権研修（前期）「高齢者と人権～認知症の人の人権を守るために～」

講  師 認定ＮＰＯ法人認知症予防ネット神戸 理事長 伊藤 米美 氏

実施月日 平成２８年１０月２５日

場  所 消防庁舎３階多目的ホール

受講対象者 全職員

受講者数 １１８人

内  容 「日々の生活と人権を考える集い 2016」講演会
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講  師 大阪市立大空小学校 初代校長 木村 泰子 氏

実施月日 平成２８年１１月１６日

場  所 ルナ・ホール

受講対象者 全職員

受講者数 ２９人

内  容 上宮川文化センター開館３０周年記念講演会

講  師 社会福祉法人 恩賜財団済生会理事長 炭谷 茂 氏

実施月日 平成２８年１１月２０日

場  所 上宮川文化センター

受講対象者 全職員

受講者数 ３８人

内  容 人権啓発映画会「わたしはマララ」 

実施月日 平成２９年２月４日 

場  所 上宮川文化センター 

受講対象者 全職員 

受講者数 ３人 

内  容 

子どもの貧困を考える学習会～見えにくい貧困社会の現実～ 

(1)子どもの貧困と日本社会～子育て支援は日本を救う～ 

(2)子どもと女性の生活貧困をどう乗り越えるか 

(3)子どもの「食」をどう支えるか～子ども食堂奮闘記～ 

講  師 

(1)京都大学准教授 柴田 悠 氏 

(2)神戸学院大学教授 神原 文子 氏 

(3)にしなり隣保館 川辺 康子 氏 

実施月日 平成２９年２月１５日・２２日・３月１日 

場  所 上宮川文化センター 

受講対象者 全職員 

受講者数 ２０人 

研修目標 
障がいを理由とする差別の解消を推進するために，障がいに対する理解促進や適切な対

応・支援につなげる。 

内  容 職員人権研修（後期）「障がいを理由とする差別の解消の推進に係る研修会」 

講  師 芦屋学園短期大学 准教授 木下 隆志 氏 

実施月日 平成２９年３月１６日 

場  所 市役所本庁舎東館３階大会議室 

受講対象者 全職員 

受講者数 ６７人 

  コ 危機管理研修

研修目標 危機管理意識の向上を図る。 

内  容 「危機管理研修」業務における危機意識の向上のために 

講  師 
三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社 主任研究員 平野 誠也 氏 

企画部市長室長・総務部人事課長 

実施月日 平成２８年５月１７日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 

受講対象者 係長級以上の職員 

受講者数 ３２人 

研修目標 施設利用者の安全確保のための不審者対応について学ぶ。 

内  容 「危機管理研修」不審者対策講習会 

講  師 芦屋警察署生活安全課 課長 高橋 裕文 氏，企画部市長室長 
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実施月日 平成２８年８月４日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 

受講対象者 全職員 

受講者数 １９７人 

研修目標 様々なリスク管理の手法を学び，危機管理能力の向上を図る。 

内  容 「危機管理研修」３０歳までに知っておくべき自己マネジメントについて 

講  師 企画部市長室長・総務部人事課長 

実施月日 平成２８年８月９日・１０日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 

受講対象者 一般行政職員 

受講者数 ６３人 

研修目標 
リスクが顕在化した場合における事態の進展を想定した対応をあらかじめ考えておくこ

との必要性を学ぶ。 

内  容 危機管理研修「自治体のリスクとその対応について」 

講  師 
ＳＯＭＰＯリスケアマネジメント株式会社ＢＣＭコンサルティング事業部 

社会公共グループ上席コンサルタント 黒目 剛 氏 

実施月日 平成２９年１月２３日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 

受講対象者 係長級以上の職員 

受講者数 ３２人 

  サ 参画協働研修 

研修目標 「市民参画・協働」に対する理解を深め，「協働によるまちづくり」を円滑に推進する。

内  容 「実践から考える市民参画・協働」

講  師 特定非営利活動法人あしやＮＰＯセンター 奈良 雅美 氏

実施月日 平成２９年１月２７日

場  所 市役所本庁舎東館３階大会議室

受講対象者 課長補佐級以下の職員

受講者数 ２４人

シ 男女共同参画研修

研修目標 
男女共同参画社会の実現に向けた教育・学習を行い，市職員・教職員の人材育成に取り

組み，全庁的に男女共同参画を推進する。 

内  容 「男女共同参画研修」 

講  師 神戸市看護大学 教授 髙田 昌代 氏 

実施月日 平成２９年１月２５日 

場  所 市役所本庁舎東館３階大会議室 

受講対象者
ＤＶ被害者支援ネットワーク会議の委員・庁内の窓口職場，関係課職員，市内小学校・ 

中学校，幼稚園，保育所(園)の教職員 等 

受講者数 ９０人 

ス 事務説明会 

研修目標 契約事務の公平性や透明性に配慮しつつ，事務効率性の向上を図る。

研 修 名 「契約事務説明会」

内  容 官製談合防止に関する啓発及び工事検査に関する説明

講  師 総務部契約検査課職員

実施月日 平成２８年５月１０日
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場  所 消防庁舎３階多目的ホール

受講対象者 全職員

受講者数 ５０人

研修目標 議会関係事務について理解を深める。

研 修 名 「議会関係事務説明会」

内  容 
(1)ようこそ議会へ～議会のしくみ～

(2)議会ＩＣＴ化に伴う事務処理について

講  師 
(1)市議会事務局議事調査課職員

(2)総務部文書法制課職員

実施月日 平成２８年１１月２８日

場  所 消防庁舎３階多目的ホール

受講対象者 全職員

受講者数 ５６人

研修目標 契約事務の公平性や透明性に配慮しつつ，事務効率性の向上を図る。

研 修 名 「契約事務説明会」

内  容 物品調達・契約準備行為

講  師 総務部契約検査課職員

実施月日 平成２９年１月２４日

場  所 消防庁舎３階多目的ホール

受講対象者 全職員

受講者数 ８３人

研修目標 日常業務の理解を深め，業務の効率化を図る。 

研 修 名 「職員事務説明会（正規・嘱託・臨時的任用職員）」 

内  容 
(1)勤務条件の変更についての事務説明 

(2)マイナンバーに関する事務 

講  師 
(1)総務部人事課職員 

(2)総務部職員課職員 

実施月日 平成２９年３月２１日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 

受講対象者 全職員 

受講者数 ６９人 

セ 情報セキュリティ研修

研修目標
市が取り扱う情報資産を適切に管理するため，管理者として果たすべき役割や守るべき

内容を正しく理解する。

内  容 「情報セキュリティ研修」（管理職員向け）

講  師 立命館大学 情報理工学部 情報システム学科教授 上原 哲太郎 氏

実施月日 平成２８年１０月２０日

場  所 消防庁舎３階多目的ホール

受講対象者 課長級以上の職員

受講者数 ６６人

研修目標
市が取り扱う情報資産を適切に管理するため，利用者として果たすべき役割や守るべき

内容を正しく理解する。

内  容 「情報セキュリティ研修」（一般職員向け）

講  師
特定非営利活動法人 情報セキュリティ研究所 山地 真嗣 氏

近畿管区 警察局 兵庫県情報通信部 情報技術解析課 係長

実施月日 平成２８年１０月１８日・１９日・３１日・１１月７日

場  所 消防庁舎３階多目的ホール
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受講対象者 一般職員

受講者数 ４５９人

研修目標
市が取り扱う情報資産を適切に管理するため，利用者として果たすべき役割や守るべき

内容を正しく理解する。

内  容 「情報セキュリティ研修」（新規採用職員向け）

講  師 企画部情報政策課情報政策係長

実施月日 平成２８年１１月３０日

場  所 消防庁舎３階多目的ホール

受講対象者 平成２７年度・平成２８年度採用職員

受講者数 ７２人

ソ 職員安全衛生研修

研修目標 職場の安全及び衛生を確保するための認識を共有し，各職場での活動促進を図る。 

内  容 「芦屋市合同安全衛生委員会」 

講  師 中央労働災害防止協会近畿安全衛生サービスセンター 安全管理士 本田 篤仁 氏 

実施月日 平成２８年１０月２７日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 

受講対象者 各安全衛生委員会委員及び希望する職員 

受講者数 ２７人 

タ 打出教育文化センターとの連携による研修

研修目標  心理トレーニング法を学び，接遇及び健康管理能力の向上を図る。 

内  容 「アンガ－マネジメント研修」 

講  師 株式会社ナースハート 井上 泰世 氏 

実施月日 平成２８年７月２８日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 

受講対象者 全職員 

受講者数 ２２人 

 (3) 職場研修 

ア ＯＪＴトレーナー養成研修

研修目標 人材育成を担う役割の重要性を理解し，具体的な指導方法を身につける。 

内  容 

(1)新任職員の立場になって考える 

(2)ＯＪＴとは何か 

(3)ＯＪＴの進め方 

講  師 株式会社インソース 青木 朋博 氏 

実施月日 平成２８年５月３０日 

場  所 市役所本庁舎東館３階大会議室１ 

受講対象者
平成２８年度新任職員のＯＪＴ指導者，在職２年目以上で今後若手職員人材育成の中心と

なっていく職員 

受講者数 ２５人 

イ 人材育成推進員養成研修

研修目標 人材育成推進員の役割や指導方法等について理解を深める。 

内  容 
人材育成推進員の役割・良き相談役として・職場の意見を聞くために・職場内研修の実施

方法 

講  師 株式会社インソース 森川 宗貴 氏 

実施月日 平成２８年８月３０日 

場  所 消防庁舎３階多目的ホール 

受講対象者 人材育成推進員 

受講者数 ３１人 
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(4) 派遣研修 

  ア 自治大学校 

研   修   名        受講者数

第 ３ ４ 期 税 務 専 門 課 程 会 計 コ ー ス １人

第 ３ 部 課 程 第 １ ０ ７ 期 １人

イ 国土交通大学校 

研   修   名        受講者数

住 宅 総 合 政 策 ・ 住 宅 管 理

〔 人 口 減 少 社 会 に お け る 住 宅 政 策 〕 研 修
１人

空 き 家 対 策 推 進 研 修 １人

建 築 構 造 審 査 研 修 １人

ウ 市町村職員中央研修所 

研   修   名        受講者数

住 民 税 課 税 事 務 ２人

市 町 村 税 徴 収 事 務 １人

広 報 ・ 広 聴 の 効 果 的 実 践 １人

エ 全国市町村国際文化研修所 

研   修   名        受講者数

自治体のセキュリティ対策～サイバー攻撃等から

情 報 を ど う 守 る か ～
１人

自 治 体 職 員 の た め の デ ー タ 分 析 の 基 本 １人

固 定 資 産 税 課 税 事 務 （ 土 地 ） １人

市 町 村 税 徴 収 事 務 １人

地 方 公 営 企 業 法 の 適 用 に 向 け た 実 務 １人

固 定 資 産 税 課 税 事 務 （ 家 屋 ） ２人

使 用 料 等 の 債 権 回 収 ２人

法 令 実 務 Ｂ １人

災 害 時 に お け る 外 国 人 へ の 支 援 セ ミ ナ ー １人

グ ロ ー バ ル 人 材 開 発 コ ー ス １人

こ れ か ら の 公 共 の あ り 方 １人

環境とユニバーサルデザインに配慮したまちづくり １人

  オ 兵庫県市町振興課 

研  修  名        受講者数

選 挙 事 務 担 当 職 員 研 修 ２人

市 町 栄 典 事 務 担 当 職 員 研 修 ３人

徴 収 事 務 担 当 職 員 研 修 ４人

財 政 担 当 職 員 研 修 １人

交 付 税 担 当 職 員 研 修 ２人

人 事 ・ 労 務 担 当 職 員 研 修 １人

個 人 番 号 制 度 研 修 ２人

新 地 方 公 会 計 の 整 備 に 関 す る 研 修 ２人

地 方 財 政 関 係 講 習 会 １人

  カ 兵庫県市町村振興協会 

研  修  名        受講者数

複 数 市 共 同 研 究 事 業 ２人

パ ソ コ ン 研 修 １９７人
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キ 兵庫県自治研修所 

研  修  名        受講者数

公 務 員 倫 理 指 導 者 養 成 研 修 １人

監 督 職 研 修 １人

政 策 形 成 実 践 研 修 ２人

市 町 管 理 職 研 修 １人

接 遇 指 導 者 養 成 研 修 １人

市 町 職 員 第 １ 部 研 修 １９人

  ク （財）兵庫県まちづくり技術センター

研  修  名        受講者数

建 設 基 礎 研 修 ２人

A s 舗装 修 繕・ 設計 演 習に 関する技 術講 習会 １人

災 害 復 旧 研 修 ３人

道 路 計 画 演 習 に 関 す る 技 術 講 習 会 １人

災 害 復 旧 実 務 研 修 １人

交 差 点 計 画 演 習 に 関 す る 技 術 講 習 会 １人

下 水 道 に 関 す る 技 術 講 習 会 ３人

仮 設 構 造 物 設 計 演 習 に 関 す る 技 術 講 習 会 ２人

土 木 機 械 設 備 （ 河 川 ・ 海 岸 ） 研 修 １人

ひ ょ う ご イ ン フ ラ ツ ア ー １人

  ケ （社）日本経営協会 行政管理講座 

研  修  名        受講者数

新 任 担 当 者 の た め の 滞 納 整 理 実 務 入 門 １人

地 方 自 治 体 の た め の 滞 納 整 理 実 務 １人

土 木 工 事 技 術 検 査 の 具 体 的 な 進 め 方 １人

地 方 自 治 体 の 「 読 ま れ る 」 広 報 紙 （ 誌 ） づ く り １人

問 題 あ る 職 員 へ の 懲 戒 処 分 ・ 分 限 処 分 の 法 律 実 務 １人

ケ ア プ ラ ン 点 検 の ポ イ ン ト ２人

自 治 体 に お け る 契 約 事 務 （ 工 事 契 約 コ ー ス ） １人

自 治 体 に お け る 訴 訟 基 礎 実 務 １人

臨 時 ・ 非 常 勤 職 員 の 任 用 と 管 理 実 務 セ ミ ナ ー １人

マ イ ナ ン バ ー 制 度 を め ぐ る 企 業 の 実 務 対 応 と 留 意 点 １人

統 一 基 準 に よ る 地 方 公 会 計 の 基 礎 と 財 務 書 類 の 活 用 １人

若 手 職 員 に 求 め ら れ る 能 力 や 教 育 の 考 え 方 セ ミ ナ ー １人

契 約 事 務 に お け る 不 正 防 止 と コ ン プ ラ イ ア ン ス 強 化 の あ り 方 １人

住 民 税 の 課 税 実 務 １人

危 機 発 生 時 の メ デ ィ ア 対 応 実 務 講 座 １人

広 報 担 当 者 の た め の す ぐ 役 立 つ 基 礎 実 務 １人

行 政 不 服 審 査 実 務 講 座 ２人

民 法 （ 債 権 法 ） の 改 正 の 動 向 １人

地 方 税 徴 収 職 員 の た め の 捜 索 実 務 入 門 １人

地 方 税 ・ 公 課 及 び そ の 他 の 債 権 の 徴 収 に お け る 民 法 等 の 適 用 実 務 １人

指 定 管 理 者 制 度 の 運 用 実 務 ２人

滞 納 整 理 実 務 （ 中 級 ） 講 座 ２人

外 国 人 に 対 す る 課 税 と そ の 他 重 点 項 目 に 関 す る 課 税 の 実 務 １人

精 神 健 康 管 理 を め ぐ る 法 的 対 応 実 務 １人

情 報 公 開 制 度 の 基 礎 知 識 と 実 務 対 応 １人

地 方 公 共 団 体 の 人 事 評 価 制 度 の 活 用 実 務 １人

滞納処分と強制執行等との手続きの調整に関する法律（滞調法）入門講座 １人

研 修 担 当 者 の た め の 新 規 採 用 職 員 の 育 て 方 １人

債 権 の 差 押 え と 取 立 て を め ぐ る 諸 問 題 へ の 対 応 実 務 ２人
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公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 策 定 後 の 発 展 上 の ポ イ ン ト と 施 設 評 価 １人

広 報 担 当 者 の た め の プ レ ス リ リ ー ス 作 成 実 務 セ ミ ナ ー １人

公 営 住 宅 を め ぐ る 諸 問 題 と 実 践 的 対 応 １人

イ ン タ ー ネ ッ ト 広 報 の す す め 方 １人

自 動 車 ・ 自 転 車 事 故 を め ぐ る 法 的 責 任 と 実 務 対 応 １人

  コ 社会福祉主事資格認定通信課程 

研  修  名        受講者数

中央福祉学院（社会福祉主事資格認定通信課程） ２人

  サ 総務省 

研  修  名        受講者数

地方公共団体の人材育成の在り方等に関する講演会 １人

近 畿 地 区 行 政 管 理 ・ 評 価 セ ミ ナ ー ３人

シ 人事院近畿事務局 

研  修  名        受講者数

近 畿 地 区 女 性 職 員 キ ャ リ ア ア ッ プ 研 修 ２人

  ス その他研修・講演等

研  修  名        主  催     受講者数

民 生 児 童 委 員 協 議 会 研 修 芦 屋 市 民 生 児 童 委 員 協 議 会 １人

人 事 管 理 研 修 会 全 国 市 長 会 １人

事 業 所 税 担 当 職 員 研 修 会 全 国 市 長 会 都 市 連 絡 協 議 会 １人

兵 庫 県 市 長 会 調 査 研 究 事 業 兵 庫 県 市 長 会 １人

第 ４ ７ 回 通 常 総 会 並 び に 研 修 会 兵 庫 県 市 町 保 健 師 協 議 会 ４人

第 １ 回 地 域 別 管 理 職 研 修 阪 神 南 県 民 セ ン タ ー ２人

明 石 市 技 術 職 員 発 表 会 神 戸 市 ５人

震 災 ロ ー ル プ レ イ 研 修 神 戸 市 １人

専 門 研 修 （ 災 害 復 旧 ） 神 戸 市 １人

マ ネ ジ メ ン ト 基 礎 研 修 尼 崎 市 １人

組 織 の タ イ ム マ ネ ジ メ ン ト 研 修 尼 崎 市 １人

政 策 執 行 能 力 向 上 研 修 尼 崎 市 １人

労 働 基 準 法 ・ 労 働 安 全 衛 生 法 研 修 伊 丹 市 ２人

第３３回「健康なまちづくり」シンポジウム 国 民 健 康 保 険 中 央 会 １人

地 方 自 治 情 報 化 推 進 フ ェ ア 地 方 公 共 団 体 情 報 シ ス テ ム 機 構 １人

情 報 セ キ ュ リ テ ィ リ ス ク 管 理 セ ミ ナ ー 地 方 公 共 団 体 情 報 シ ス テ ム 機 構 １人

兵 庫 県 子 育 て 支 援 員 研 修 兵 庫 県 社 会 福 祉 協 議 会 １人

地 域 福 祉 基 礎 研 修 兵庫県社会福祉協議会社会福祉研修所 ２人

介 護 予 防 推 進 研 修 社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団 ５人

生 活 支 援 サ ー ビ ス 体 制 づ く り セ ミ ナ ー 日 本 福 祉 大 学 １人

介護保険制度の改正にかかる地域福祉と

地 域 支 援 事 業 の 連 携 に つ い て
日 本 福 祉 大 学 １人

安 全 衛 生 推 進 者 養 成 講 習 会 地 方 公 務 員 安 全 衛 生 推 進 協 会 １人

特 殊 無 線 技 士 養 成 課 程 研 修 日 本 無 線 協 会 ２人

計 画 設 計 コ ー ス  総 合 的 な 雨 水 対 策 日 本 下 水 道 事 業 団 １人

実 施 設 計 コ ー ス  推 進 工 法 日 本 下 水 道 事 業 団 １人 

維 持 管 理 コ ー ス  管 き ょ の 点 検 ・ 調 査 日 本 下 水 道 事 業 団 １人 

保 護 者 支 援 研 修 会 日 本 保 育 協 会 １人 

建 築 基 準 法 （ 建 築 物 の 監 視 ） 全 国 建 設 研 修 セ ン タ ー １人

交 通 ま ち づ く り 全 国 建 設 研 修 セ ン タ ー １人

鋼 橋 設 計 ・ 施 工 全 国 建 設 研 修 セ ン タ ー １人
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建 築 工 事 監 理 研 修 全 国 建 設 研 修 セ ン タ ー １人

消 費 者 行 政 職 員 研 修 管 理 職 講 座 国 民 生 活 セ ン タ ー １人

消 費 生 活 相 談 員 研 修  専 門 ・ 事 例 講 座 国 民 生 活 セ ン タ ー １人

生活保護担当ケースワーカー全国研修会 厚 生 労 働 省 社 会 ・ 援 護 局 １人

安 全 運 転 管 理 者 講 習 会 兵 庫 県 公 安 委 員 会 ２人

安 全 運 転 管 理 者 等 に 対 す る 講 習 会 兵 庫 県 公 安 委 員 会 ３人

安 全 管 理 者 選 任 時 研 修 会 兵 庫 県 労 働 基 準 連 合 会 １人

安全衛生推進者ならびに衛生推進者養成講習会 兵 庫 県 労 働 基 準 連 合 会 ３人

多 文 化 共 生 を 考 え る 研 修 会 ２ ０ １ ６ 兵 庫 県 産 業 労 働 部 国 際 局 １人

第 １ 回 総 合 事 業 市 町 担 当 者 等 研 修 兵 庫 県 健 康 福 祉 部 高 齢 社 会 局 １人

都道府県及び市町村国保主管課職員研修 兵 庫 県 健 康 福 祉 部 社 会 福 祉 局 １人

家 屋 被 害 認 定 士 養 成 講 習 会 兵 庫 県 企 画 県 民 部 災 害 対 策 局 ４人

兵 庫 自 治 学 会 セ ミ ナ ー 兵 庫 自 治 学 会 １人

「 無 電 柱 化 の 推 進 に 関 す る 法 律 」

成 立 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム
電線のない街づくり支援ネットワーク ２人

移動・外出を多様な生活支援サービスで推進する

セミナーｉｎ大阪
全国移動サービス支援ネットワーク ２人

「 緊 急 学 習 会 」

マ イ ナ ン バ ー カ ー ド の 図 書 館 利 用 と は
日 本 図 書 館 協 会 １人

Ｒ Ｍ Ｓ セ ミ ナ ー

「人材と組織の変革を促進するサーベイ」

リ ク ル ー ト マ ネ ジ メ ン ト

ソ リ ュ ー シ ョ ン ズ
１人

「地方自治体に求められるこれからの庁舎・

窓 口 づ く り 」 セ ミ ナ ー ２ ０ １ ６
自 治 日 報 社 ２人

管理職研修会「公務員人事の法律問題」 俵 法 律 事 務 所 １人

第２回「公金債権の放棄・減免に関するセミナー」 日 本 弁 護 士 連 合 会 １人

日 本 建 築 行 政 会 議 全 国 会 議 日 本 建 築 行 政 会 議 １人

給与実務研修会（俸給関係及び給与の支給関係） 公 務 人 材 開 発 協 会 １人

無 電 柱 化 推 進 セ ミ ナ ー 日 本 能 率 協 会 １人

東 京 税 務 セ ミ ナ ー 東 京 税 務 協 会 １人

第 ２ ０ 回 固 定 資 産 評 価 研 究 大 会
資 産 評 価 シ ス テ ム

研 究 セ ン タ ー
２人

(5) ｅ-ラーニング 

  （財）地方自治情報センター

研   修   名        受講者数

ソ フ ト ウ ェ ア 資 産 管 理 コ ー ス １人

個 人 情 報 保 護 一 般 コ ー ス １８人

個 人 情 報 保 護 実 践 コ ー ス １７人

自 治 体 ク ラ ウ ド 導 入 コ ー ス ７人

情 報 セ キ ュ リ テ ィ 一 般 コ ー ス ５３人

情 報 セ キ ュ リ テ ィ 管 理 コ ー ス ５人

情 報 セ キ ュ リ テ ィ 実 践 コ ー ス １８人

情 報 発 信 と モ ラ ル コ ー ス １１人

地 方 公 共 団 体 専 門 コ ー ス ８人

(6) 自己啓発

  ア 職員自主研究グループ  

グループ名 データサイエンス研究会 

研究テーマ 自治体業務におけるデータの分析と活用

活 動 期 間 平成２８年７月１日 ～ 平成２９年３月３１日
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活 動 内 容

総務省統計局が gacco にて提供する「社会人のためのデータサ

イエンス入門」，「統計学」及び関連講座の履修を行い，修了す

ることで各構成員の業務においてデータ分析を具体的に活か

す方策を考える。また，各構成員の履修完了後，市の業務に具

体的にどのように反映・活用できるかをグループで検討する。

構 成 員 ６人

イ 検定料の助成 

資格・検定名称 合格者数

宅 地 建 物 取 引 士 １人

第 二 種 電 気 工 事 士 １人

２級ファイナンシャル・プランニング技能士 １人

構 造 設 計 一 級 建 築 士 １人

危 険 物 取 扱 者 （ 乙 種 第 ４ 類 ） １人

日 商 簿 記 検 定 ２ 級 １人

一 級 土 木 施 工 管 理 技 士 ２人

エ ネ ル ギ ー 管 理 士 １人

ウ 通信教育講座の助成 

申請者  －人

  エ 勤続１０年勤務者に対する自主研修制度

申請者  －人


